
航空宇宙システム装備品の基盤技術開発（トピックスを紹介）

航空機キャビン内で可視光通信を用いてWi-Fi相当の
通信環境を提供する．

航空機・宇宙システムに共通する基盤技術開発を担当
想定される研究分野:電気電子機器・アクチュエータ・センサ，組込ソ
フト，画像・情報処理，通信工学，その他

可視光通信の特徴
(1) LED照明:低コスト，小型，⾧寿命，高速応答性
(2) LED光の強度を(点滅，変調）して，情報を送信
(3) 照射範囲の限定が容易

・航空機内の読書灯として最適
・混信の軽減，セキュリティ確保

(4) 身体，精密機器への影響少
(5) 電波法の管轄外

可視光通信プロトタイプを試作／評価

親機

子機

• 親機は読書灯を想定したLED照明，可視光で
Downリンク

• 子機はPCのUSB端子接続型，赤外線でUPリンク
• 変調はOFDM（直交周波数分割多重方式）
• 各サブキャリアはスループットの最適化を図るた

めCINRによって変調多値数，符号化方式を変更
• 可視光送信側はサブキャリアの出力電力調整可能

ただし，最終出力は自動利得制御(AGC)を用いて
いるため平均送信電力が一定

→平均的な照度一定

スループット（通信速度）の最適化を検討

OFDM（直交周波数分割多重方式）とは
波の直交性を利用し，複数のサブキャリアを互いに
干渉することなく，密に周波数配置した通信方式

・周波数利用効率が高い
・周波数選択性フェージングに強い

・高周波のカット分が低周波に配分されている．
・ただし，低域と中域のCNIRの差が大きい．

⇒ 平滑化したら，もっとスループットが向上するのでは?

中域以上をカットした上で，送信電力調整を行うこと
により，スループットが約 8%向上．
⇒ 冗⾧度の低い符号の使用による

・ 航空機キャビン内の読書灯程度(約200ｌx)の明るさで，54Mbpsのスループットを実現
・ 無線のWiFi等と違い競合方式ではない為，使用者が増えても速度低下なし
・ 子機（貸出を想定）をPCへUSB 接続で簡単に利用可
・ 今後の課題: 読書灯の電源線に信号を載せて，通信線を省く(軽量化) 方式を検討
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